
（68）

長
山
公
園

「
太
子
堂
」

太
子
堂
は
旧
勝
山
町
の
聖
徳
太
子
を
奉
賛

す
る
「
太
子
講（
会
）」
で
、
常
年
番（
初
代
柳

原
敏
夫
氏
・
二
代
小
竹
林
政
孝
氏
・
現
在
大

谷
孝
雄
氏
）
に
よ
っ
て
維
持
管
理
さ
れ
、
町

内
を
七
区
に
編
成
し
年
番
制
度
で
運
営
さ
れ

て
い
る
。
ち
な
み
に
平
成
十
八
年
は
旧
上
元

禄
で
あ
る
。
毎
年
五
月
最
後
の
土
曜
日
に
町

内
の
寺
院
の
住
職（
順
番
あ
り
）を
招
い
て
祭

礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
講
員
は

大
工
と
建
築
（
建
設
業
）
に
関
わ
る
諸
職
人

（
業
者
）
で
、
現
在
一
七
〇
名
で
あ
る
。

太
子
堂
内
に
は
袍ほ

う

衣い

上
に
袈け

裟さ

を
か
け
、

柄え

香ご
う

炉ろ

を
持
っ
て
立
つ
聖
徳
太
子
像
が
厨ず

子し

の
中
に
安
置
さ
れ
る
。
な
お
、
右
側
に
は
持

国
天
・
広
目
天
、
左
側
に
は
増
長
天
・
多
門

天
の
四
天
王
が
守
護
神
と
し
て
安
置
さ
れ
て

い
る
。

聖
徳
太
子
は
本
名
が
廐
戸

う
ま
や
と
の

皇
子
で
、
五
九

三
年
、
推
古
天
皇
（
女
帝
）
の
摂
政
と
し
て

政
治
を
行
い
、
冠
位
十
二
階
・
十
七
条
憲
法

を
つ
く
り
、
遣
隋
使
を
派
遣
し
て
制
度
文
物

を
取
り
入
れ
、
仏
教
興
隆
に
も
力
を
尽
く
し

法
隆
寺
・
四
天
王
寺
を
建
立
、
三
経
義ぎ

疏し
ょ

を

著
わ
し
た
こ
と
な
ど
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
太
子
の
上
宮
家
は
政
争
の
中
で
滅

び
る
が
、
太
子
の
死
後
法
皇
・
聖
王
・
聖
徳

皇
な
ど
と
崇あ

が

め
ら
れ
、
平
安
時
代
以
降
仏
教

各
派
の
共
通
の
祖
と
し
て
讃さ

ん

仰ご
う

さ
れ
て
き

た
。さ
ら
に
室
町
期
に
は
諸
芸
の
祖
と
し
て
、

大
工
・
左
官
・
仕
事
師
な
ど
に
も
信
仰
さ

れ
、
江
戸
期
に
は
大
工
・
職
人
の
祖
と
し
て

崇
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

勝
山
太
子
講
設
立
の
由
来
は
、
口
伝
に
よ

れ
ば
沢
町
の
大
工
棟
梁
伊
藤
宗
右
衛
門
は
、

か
ね
て
よ
り
聖
徳
太
子
を
崇
敬
し
て
い
た

が
、
寛
政
の
頃
（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
〇
）

浄
願
寺
を
建
立
中
、
夢
の
お
告
げ
で
「
太
子

像
が
京
都
六
条
の
古
物
商
に
あ
る
の
で
迎
え

て
祀
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
り
、
さ
っ
そ
く
こ

の
古
物
商
を
捜
し
当
て
羽
二
重
二
反
で
こ
れ

を
求
め
た
と
い
う
。
現
在
安
置
さ
れ
る
太
子

像
・
四
天
王
像
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

明
治
二
十
九
年
改
め
「
太
子
講
祭
礼
帳
」

に
よ
れ
ば
、
同
年
四
月
十
三
日
の
勝
山
大
火

で
も
太
子
堂
は
旧
城
址
に
あ
っ
て
焼
失
を
ま

ぬ
が
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
祭
礼
帳
は
年
番

宅
に
あ
っ
て
焼
失
し
た
と
い
う
。
太
子
堂
は

そ
の
後
、
西
方
寺
焼
失
に
よ
る
移
転
（
現
在

地
）
で
、
開
善
寺
門
内
に
移
っ
た
。
太
子
堂

が
長
山
十
二
番
地
に
現
在
の
堂
を
移
転
建
立

し
た
の
は
昭
和
三
十
九
年
五
月
で
あ
る
。

勝
山
市
文
化
財
保
護
委
員
　
増
田
公
輔

火災発生 

188－5100（テープ吹き込み） 家庭の日 

交通事故発生状況 

　総件数 
　人身事故 

　　死　者 
（うち高齢者） 

（うち高齢者） 
　　傷　者 
　物損事故 

304件 
59件 

0人 

25 
11

（10） （－3） 

（0） （－1） 
－2

72人 
245件 

7 
14

件数内訳 平成１８年7月末 前年比 

※高齢者＝65歳以上 

祖先に感謝し　郷土の歴史を知ろう 

8月の納税 

市県民税s2期 

納 期 限s8月31日（木） 

口座振替s8月28日（月） 

男 
女 
合　計 
世帯数 

13,221人 
14,516人 
27,737人 
8,153世帯 

7 
8 
15

6月末現在 

13,227人 
14,506人 
27,733人 
8,145世帯 

人 
人 
人 
世帯 

6 
10 
4 
8

7月末現在 月間増減 
出　生 

9 
7 
16

－ 
－ 
－ 

－ 
－ 
－

 
－ 
－ 
－ 

死　亡 
19 
10 
29

転　入 
自然動態  社会動態  

11 
21 
32

転　出 

人口の動き 

休日・祝日在宅当番医 
診療時間sAM９:００～PM５:００ 

消防署（188－0400） 

8/13
（日） 

坪 川 医 院  
189－1035

8/20
（日） 

こ せ 整 形 外 科  
188－6655

8/27
（日） 

クリニカ・デ・ふ か や 
188－0011

9/3
（日） 

河 北 小 児 科 医 院  
188－1234

9/10
（日） 

武 藤 外 科 医 院  
188－0266

○休日に体調が悪くなったときは、 
　ご連絡ください。 

発行/福井県勝山市　編集/市長公室秘書・広報課
〒911－8501 勝山市元町1丁目1－1 TEL 0779－88－1111 FAX88－1119
〈URLアドレス〉 http://www.city.katsuyama.fukui.jp/ 〈Eメールアドレス〉kouhou@city.katsuyama.fukui.jp

s梅雨明けと共に始まった「勝ち

山夏物語」は前半の部も終わり、

後半のイベントに突入します。暑

いからと家に閉じこもらずに、思

い切って外に出て、「夏物語」に

参加されてはいかがでしょうか。

そこには、何かの発見や驚きがあ

り、新たな感動に包み込まれるこ

とでしょう。s夏は、寝不足や冷

たいものの飲み過ぎ食べ過ぎによ

る消化器官の機能低下など、体調

不良を起こすきっかけがたくさん

ありますので、十分に注意してく

ださい。s日本の夏は、「冷たく」

よりも、「涼しく」過ごす工夫を

して、風流な気分を味わいつつ、

夏を楽しみたいものです。

編集後記

CONTENTS

平成18年7月豪雨

農薬残留規制制度

HOT話題

出会いふれあい

CONTENTS

平成18年7月豪雨

農薬残留規制制度

HOT話題

出会いふれあい

CONTENTS

平成18年7月豪雨

農薬残留規制制度

HOT話題

出会いふれあい

CONTENTS

平成18年7月豪雨

農薬残留規制制度

HOT話題

出会いふれあい

CONTENTS

平成18年7月豪雨

農薬残留規制制度

HOT話題

出会いふれあい

CONTENTS

平成18年7月豪雨

農薬残留規制制度

HOT話題

出会いふれあい

CONTENTS

平成18年7月豪雨

農薬残留規制制度

HOT話題

出会いふれあい

CONTENTS

平成18年7月豪雨

農薬残留規制制度

HOT話題

出会いふれあい

CONTENTS

平成18年7月豪雨

農薬残留規制制度

HOT話題

出会いふれあい

CONTENTS

平成18年7月豪雨

農薬残留規制制度

HOT話題

出会いふれあい

CONTENTS

平成18年7月豪雨

農薬残留規制制度

HOT話題

出会いふれあい

CONTENTS

平成18年7月豪雨

農薬残留規制制度

HOT話題

出会いふれあい

CONTENTS

平成18年7月豪雨

農薬残留規制制度

HOT話題

出会いふれあい

CONTENTS

平成18年7月豪雨

農薬残留規制制度

HOT話題

出会いふれあい

CONTENTS

平成18年7月豪雨

農薬残留規制制度

HOT話題

出会いふれあい

CONTENTS

平成18年7月豪雨

農薬残留規制制度

HOT話題

出会いふれあい

CONTENTS

平成18年7月豪雨

農薬残留規制制度

HOT話題

出会いふれあい

広報広報

8月号
No.617

平成18年8月10日発行

野向町聖丸野向町聖丸野向町聖丸野向町聖丸野向町聖丸野向町聖丸野向町聖丸野向町聖丸野向町聖丸野向町聖丸野向町聖丸野向町聖丸野向町聖丸野向町聖丸野向町聖丸野向町聖丸野向町聖丸

太
子
堂
（
上
）
と

聖
徳
太
子
像


